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△薄く霧のかかった小菅神社の杉並木 

 

古絵図には、関沢の二の鳥居から奥社まで続いて描かれている。現在は、奥社入口から

約 600ｍ、約 200本の並木が更新されながら維持されている。太いのは胸高幹囲 5ｍを超え

るものもあり、樹齢は 300年といわれている。 

 長野県内では戸隠神社奥社参道のスギ並木に匹敵する見事な並木である。 


